







































Prospect for development of experience programs with use of local resources in the downtown area 
through partnership among public, private and academic sectors:
− Practical study of “Shi-eki Machigurumi Museum” held in the surrounding area of Wakayama-shi 
station−
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Abstract：
In recent years, many kinds of experience programs for urban tourism with use of various local resources are gaining 
popularity throughout the country.  As one of such programs, “Shi-eki Machigurumi （area-wide involvement) Museum” 
was held through partnership among public, private and academic sectors in the surrounding area of Wakayama-
shi station in 2016.  Firstly, we explain its background and contents based on our practical experience.  Secondly, we 
analyze the results of two questionnaire surveys : one is that of the program participants and the other is that of the hosts 
of individual programs.  At the conclusion, this study clariﬁes the signiﬁcance of such programs in terms of community 













































































































表 1　社会実験「市駅	“グリー ングリー ン”	プロジェクト	2016」
の概要

































































各プログラムの実施期間は、2～ 4日のものが 21 件、1日



















































































































































た（図 9）。年齢は、「10 代未満」2 名（2％）、「10 代」5
名（4％）、「20 代」13 名（9％）、「30 代」32 名（23％）、「40
代」50 名（36％）、「50 代」23 名（17％）、「60 代」11 名
（8％）、「70 代」2 名（1％）、「80 代以上」0 名であり、一







































































































































































































































































































































































































































6 　文献 5, 6
7 　文献 7





2017 年 3月には第一期工事のオフィス棟が竣工し、2019 年には図書
館棟、2020 年にはホテル等・商業棟が竣工する予定である。
10　2015 年の市駅 “グリー ングリー ン” プロジェクトについては、文献 8, 
10, 11, 12, 13を参照。
11　民間のプログラム主催者のうち、店舗経営を行っている企業や個人
事業主は「店舗」、その他の民間事業者は「事業者」とした。




14　「市駅 “グリー ングリー ン” プロジェクト 2016」の全体の資金源とし
て、和歌山県海草振興局の「地域・ひと・まちづくり補助事業」や商
店街関係の補助金、市駅前通り歩行者天国のマーケット出店料をはじ
めとする運営収入等を当てているが、支出の大半は歩行者天国の設
営・警備や市堀川クルーズの運営に関するものであり、「市駅まちぐる
みミュージアム」に当てることのできた予算は広報費用等に限定された。
